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みんなが使える文化創造拠点「きたもとアトリエハウス」オープン

きたもとアトリエハウス　オープン・イベント

オープニングパーティ

「椅
い す

子づくり講座」（our school vol.1）

注目1

▲きたもとアトリエハウス案内図

▲傍島氏デザインの椅子

▲きたもとアトリエハウス外観

　市では、荒川沿いの自然豊かな環境に囲まれた民家の納屋を「ナヤノギャラリー」として改装し、これまでに数
回、展覧会を開催しました。このたび、民家全体を市民参加型アートプロジェクトの拠点およびアーティストの
滞在施設「きたもとアトリエハウス」として改装しました。
　「きたもとアトリエハウス」は、思いどおりの創作活動ができる「アトリエ」や、展示スペース「ナヤノギャラ
リー」、アーティストや市民が滞在・交流できる「ハウス」として活用します。また、アーティストが一定期間地
域に滞在しながら、創作活動を行う「アーティスト・イン・レジデンス」を行います。
　今後は、市民と滞在アーティストが参加・交流する市民参加型アートプロジェクトを展開し、作品や活動を通
して、北本の魅力を発信します。
問産業観光課観光推進担当（☎594-5530）、NPO法人キタミン・ラボ舎（☎501-5752）

　改装が終わったきたもとアトリエハウスの母屋部分の公開
と、今後きたもとアトリエハウスを拠点に展開するカフェや
ショップの出店、アート作品の展示販売を行います。
時 ２月23日（土）・24日（日）1０：00～1７：00　　内母屋でのカフェ
出店、ギャラリーでのパッチワーク作品販売

　「our school」はきたもとアトリエハウスで行う体験講座
です。今回は市内在住の木工家具作家がデザインしたきた
もとアトリエハウス・オリジナルの椅子をつくります。
時 ２月23日（土）1０：00～1７：00　内傍島浩美氏デザインの椅子
キットの制作　費 ₁万7,850円（椅子キット・昼食代）
講傍島浩美（木工家具作家）　定 10人
申 ２月16日（土）までに「氏名・住所・電話番号・人数・
年齢」を明記のうえ、NPO法人キタミン・ラボ舎までFAX

（501-5752）またはメール（info@kitaminlabo.com）でお申
し込みください。

　きたもとアトリエハウスのオープンに合わせ、きたもとア
トリエハウスの活用方法を発表するパーティを行います。
時 ２月24日（日）15：00～16：00　　内改装プロジェクト全体発表
費 無料。当日直接会場へお越しください。
場きたもとアトリエハウス（荒井５-164）
※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。
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きたもとアトリエハウス
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低炭素建築物の認定制度について

開催　第14回感動桜国きたもとウォーク大会

注目3

注目2

人口…69，225人（-50人）
男性…34，484人（-29人）
女性…34，741人（-21人）

○固定資産税　第₄期分　○国民健康保険税　第₇期分
○介護保険料　第₇期分　○後期高齢者医療保険料　第₇期分

世帯数…27，812世帯
※１月１日現在
※（　）は対前月比

人口の
うごき

今月の
納　税

図書館ニュース《新しく入った本》 ※ここに載せているのは、新しく入った本の一部です。
※館内利用者端末にて新刊一覧を閲覧できます。

□大人の流儀　 ３　別れる力
　伊集院　静（講談社）
□雪猫
　大山　淳子（講談社）
□夜の隅のアトリエ
　木村　紅美（文藝春秋）
□黒王妃
　佐藤　賢一（講談社）
□うつぶし
　隼見　果奈（筑摩書房）
□謎解きはディナーのあとで　 ３ 
　東川　篤哉（小学館）

□わたしのブックストア
　北條　一浩（アスペクト）
□哲学で何をするのか
　貫　成人（筑摩書房）
□埼玉の城址めぐり　続
　西野　博道（幹書房） 
□生き物の描き方
　盛口　満（東京大学出版会） 
□お母さんのための「食の安全」教室
　松永　和紀（女子栄養大学出版部）
□上手な医者のかかりかた
　楊　浩勇（ダｲﾔﾓﾝド社）

一般書・読み物 一般書・ノンフィクション

□ぼくらの近代建築
� デラックス！
　万城目 学／門井 慶喜
　（文藝春秋）

□夫婦の散歩道
　津村　節子
　（河出書房新社）

北本市役所　☎591－1111（代表）・FAX592－5997

　「都市の低炭素化の促進に関する法律」が施行され、「低炭素建築物新築等計画」を認定する制度が創設されました。
認定を受けた建築物については、住宅ローン減税等の税制上の優遇措置等があります。
　市街化区域内において新築等をしようとする人は、低炭素建築物新築等計画を作成し、所管行政庁（北本市ま
たは埼玉県建築安全課）に認定を申請することができます。
認定基準　次の①および②を満たす必要があります。
①必須項目：省エネルギー法の省エネ基準に比べ一次エネルギー消費量がマイナス10％以上となること
②選択的項目：低炭素化に資する措置を講じていること（節水対策、材木の利用等）
問建築開発課建築指導担当（☎594－5550）

　桜の咲くなか、歴史にふれながら、石戸蒲ザクラ周辺や城ケ谷堤などをみんなでウォーキングしませんか。
時４月６日（土）9：00出発（8：00受付、8：30開会※雨天決行）
コース　３㎞コース・９㎞コース・12㎞コース（３㎞コースはベビー
カー・車いすの人なども参加可）
費 300円（保険料、記念バッジ代等、お申し込み時にお持ちください）
他参加者には記念バッジを、完歩者には完歩証と花苗を差し上げます。
申３月８日（金）までに、体育課、体育センター、文化センター（中央公民館）、
各地域学習センター（地区公民館・勤労福祉センター・コミュニティセン
ター・学習センター）に
ある申込書に必要事項を
記入し、各窓口へ直接お
申し込みください。
問体育課生涯スポーツ担
当（☎594‐5568）
主催　感動桜国きたもと
ウォーク大会実行委員会


